
 

 

 

 

岩手県立図書館 

 

県立図書館の広報活動のうち、日常的に行って

いることについて紹介します。 

 

■定期刊行物 

 

 

 
県内図書館向けに年２回発行しています。当

館ホームページ上で、No.152（平成 14 年 9月発

行）以降の館報を、PDFファイルでご覧いただけ

ます。 

 

【当館ホームページ→館報としょかんいわて】 

 

 ＊ページごとにダウンロードしてご利用いただ 

けます。 

 

 

 
 

当館利用者向けに、年４回、1,300 部を発行し

ています。誌名「PECCO」（ぺっこ）には、「図

書館を知ってもらう「ちょっと」したきっかけ

になれば」との思いを込めています。 
内容構成は、特集記事のほか、企画展と定例

で行うおはなし会・映画会の開催情報、図書館 

 
 
 
 
 
 

 
スタッフおすすめ本とし、図書館に興味のない 
方にも手に取っていただけるよう、表紙を含め

て、全体的に柔らかい内容になるよう心がけて

います。 
 No.23 までは、ホームページ掲載のみカラー

でしたが、No.24 からは、これに加え、配布用

もカラーとなりました。より色彩を意識しなが

ら作成することで、見やすい紙面となるよう心

がけています。 
 
【No.24 以降の「PECCO」】 

 

 
 
 
毎月 20 日頃、図書館からのお知らせや新着情

報を配信を希望する方へ、電子メールで配信し

ています。 

種類は一般向け、児童向け、携帯電話用の３

種類あります。内容は、展示や催事情報のほか、

一般向けと児童向けには、おすすめの本の紹介

やコラムなど、メールマガジン上でしか読めな

いコンテンツを加えています。 

バックナンバーは当館ホームページ上で読む

ことができます。 

なお、メールマガジン上で紹介した本は、館

内にコーナーを設置して紹介しています。 

  図書 館の PR 活動 
図書館の広報媒体は紙媒体からホームページを活用した電子媒体に大きく変わってきて 
います。図書館活動を知らせるためこれらの媒体を活用してどうＰＲしているか、また 
館内掲示物の工夫を特集します。 
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【館内のメールマガジン掲載本コーナー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月月末に発行しています。その月の館内の

展示や催事の開催状況を、カレンダー形式で紹

介しています。 

その月によって催事などの掲載数が異なるの

で、レイアウトを工夫しながら、一覧性を活か

した紙面づくりを心がけています。 

 

【イベントカレンダーの一例】 

 

 

■その他 

 
催事や展示情報などをお知らせするほか、簡

易で速報性があるという twitter の特徴を活か

し、時事にあわせて所蔵する関連資料を紹介す

ることもあります。平成 26 年３月 15 日現在、

1,607名にフォローしていただいています。 

 

【当館 twitter トップ画面】 

 

 

■当館ホームページ 

上記のすべてが当館ホームページ上でご覧い

ただけます。目的の情報が探しやすい、見やす

いサイトを目指しています。デザインもにぎや

かで楽しい感じが伝わるようなものとしました。 

 

【当館ホームページトップ画面】 
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■館内での広報 
図書館の入口に、当館で行う催事の広報スペ

ースを設けています。このスペースでは、ポス

ターの掲示とチラシの設置を主とし、催事によ

っては、関連本の展示を館内で行っています。 
 

【３階飾り棚】 

 
＊館外の方向けに、アイーナから図書館３階入り

口に至るアプローチに設置しています。 
 

【３階入り口】 

 
 
【としょかん映画会関連図書コーナー】 

 
＊館内を巡っていただけるよう、会場（ミニシ 

 

アター）のある４階ではなく、３階にコーナー

を設置しています。書架に色紙をはり、コーナ

ーが目立つように配慮しています。 
 
■館外での広報 
 企画展を中心に、館外への広報も行っていま

す。設置場所は県庁や北東北観光センター（JR
盛岡駅構内）、県立博物館等です。催事によって

は、実際に担当がポスター・チラシを持参する

こともあります。 
連携して催事を行ったときには、先様のサイ

トに掲載していただいたり、メーリングリスト

を通して宣伝していただいたりもしています。 
報道機関へは、主として県庁記者クラブを通

じて広報依頼をしています。 
 この他、県の広報媒体（『いわてグラフ』など）

への掲載も依頼しています。 
 
■今後の展開について 
 ブログや、「Facebook」「twitter」などの SNS
が話題になっています。図書館を身近に感じて

いただく手段として、先に述べたとおり、当館

でも情報発信用に「twitter」を活用しています。

ですが、催事の内容によっては、SNS をはじめ

とするデジタルより、紙媒体の方が広報手段と

して適している場合があるとも感じています。

どちらが良いということではなく、ＰＲ対象の

趣旨や内容を理解し、それぞれに適した媒体・

方法で、複線的に広報を展開することが肝要と

思われます。 
図書館の広報における近年の課題の一つに、

「図書館の活動を知ってもらうこと」がありま

す。その中でも特に非来館者へどうアピールす

るかは当館でも課題とするところです。 
当館ではコンシェルジュを置き、担当が直接

見学の宣伝チラシを持参して PR し、申し込み

は積極的に受け入れています。 
加えて、図書館以外の施設などとの連携を行

っており、これも、図書館とは一見つながりが

なさそうなところと連携するほど、非来館者へ

の働きかけの有効な手段の一つと感じます。 
連携し、展示などの催事を行えれば良いので

すが、そこまで至らなくとも、パンフレットの

収集など、業務で日常的に行う「資料の収集」

を通して図書館活動へのご理解・ご助力をいた

だくことも、広報の第一歩として大事にしたい

と思っています。 
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一関市立花泉図書館 

 

■図書館開館にあたってのＰＲ活動 

 
花泉図書館は平成 25 年 9 月 14 日新築オープ

ンしました。 
旧図書館の時には、毎月の図書館報において、

図書館建設経過の進捗状況を随時行っていまし

た。図書館開館にあたって市民にどのようなＰ

Ｒ活動を行ったかお知らせします。 
広報いちのせき（全市版、地域版）、図書館報

「ラブック花泉」、一関市立図書館ＨＰ、ＦＭあ

すも（地元コミュニティＦＭ）、地元新聞社への

情報提供、一関市関係機関（教育委員会部局含

む）等にも協力していただき、ＰＲを行いまし

た。 
 

 
花泉図書館オープンのお知らせ 

 
 さらには、開館月の半年前（４月中旬）に建

て前の開催、開館月の前月には新図書館の内覧

会の開催により、住民の方々に開館前の段階か

ら関心を持っていただけるような機会も設けま

した。 

 
  としょかんイベントのお知らせ 

 
 
 開館後についても、引き続き関係機関と連携

をとり、情報発信を行っています 
 

■ポスター、チラシ等の作成および 

館内掲示の工夫 

 
 主に図書館イベントの周知方法としてチラシ

の作成を行っており、図書館ＨＰに掲載するほ

か、館内での配布や市内図書館等の関係機関へ

の配布、または花泉地域（全戸）への配布を行

っています。 
 館内掲示の工夫としては、チラシとイベント

の関連書籍の同時展示を行い、利用者の方によ

りイベントに関心を持っていただけるような環

境作りに努めています。 
また、開架・多目的ホール内には４カ所の掲示

スペースがあり、それぞれのスペースの利用者

層が異なるため、その年代に応じた掲示内容を

厳選して貼付しています。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
イベント関連展示 

 
さらにテーマ展示の表示や館内案内などは、

共通（Ａ５サイズ）のディスプレイスタンドを

使用し、案内用はデザインも統一感を持たせ、

展示用は限られたサイズの中でデザイン性も重

視した内容での作成を心掛けています。 
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■ 花泉図書館開館のお知らせ
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紫波町図書館 

 

■ 図書館開館にあたって行ったＰＲ活動 

 
 紫波町図書館は 2012 年 8 月 31 日の開館以来、

多くの方にご利用いただいており、入館者は 2014
年 1 月末の時点で 30 万人を超えています。それ以

前は、蔵書数 4 万 5 千冊ほどの中央公民館図書室

しかありませんでした。町に初めてできる図書館

を利用者となる町民へ広く周知するため、当館で

は以下のようなＰＲを行ってきました。 
 
 

 
ホームページ画像 

 
【町広報】 

紫波町の広報紙「紫波ネット」上では、図書館を

含むオガールプラザに関してたくさん取り上げら

れてきました。中でもオガールプラザ工事着工直

前に発行された広報誌では、大きな館内図やイメ

ージ写真を使用し、町民に図書館の全容を分かり

やすく伝える工夫をしました。また、既存の公民

館図書室の閉館についてもお知らせしました。 
 
 
【新聞等報道機関】 

 開館に関して新聞やテレビなどによる図書館及 
びオガールプラザに関する報道が幾度も行われ、 

ＰＲ効果としては大きなものでした。新聞・テレ

ビ以外では、ＦＭラジオや町内有線放送、町内で

配布されている「紫波新聞」などで図書館の利用

方法や、図書館カードの事前登録の告知などを行

いました。 

 
ブログ「紫波町図書館ができるまで」 

 
図書館開館のため、平成 22 年 7 月に図書館準備室

が設けられました。そして準備室が運営するブロ

グ「紫波町図書館ができるまで」を開設し、開館

に向けた準備作業の様子や町の情報発信などを行

いました。ブログは閲覧者も多く、執筆時には楽

しく読んでもらえる工夫をしました。 
 

 
ポスター「紫波町図書館が開館します」 
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■ ポスター、チラシ等の作成および 

館内掲示の工夫 

 
 紫波町図書館が立地しているオガール地区は、

「オガール地区デザインガイドライン」によって

統一されたデザインを目指しています。これは、

エリアの品質価値を維持・向上するための基準と

なっており、設計段階からデザインの監修が行わ

れています。 
  

 
紫波町図書館ロゴマーク 

 
図書館においても、デザイン会社と協議を重ね、

図書館をいかに使いやすく、心地良い空間にする

かを考え、サイン、パンフレット、書架の色選び

など細部にわたって何度も修正を行ってきました。 
ポスター等の掲示物を作成する場合には、決め

られたフォントを使用し、図書館のロゴマークを

必ず用いるなどの細かいルールがあります。ホー

ムページも同様に、統一されたデザイン、フォン

ト、使用する色などに注意しながら作成、更新し

ています。 
「図書館のブランディング」にこだわって作り

上げている空間に、異質なものが入り質を低下さ

せることの無いよう、掲示物ひとつから統一感を

図ることを、スタッフ全員が心がけています。 
 
 
 
 
 

 
紫波町図書館開館（平成 24 年 8 月 31 日）  
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■ 紫波町図書館着工のお知らせ 

 

 

- 8 - 
 


